

























































































































































































　　　　　　　　年 1977 1978 1979 1980
地上軍の総兵力（師団） 168 168 169 173
全兵力（万人） 183 183 183 183
中ソ国境（師団） 43 43 44 46
人員（万人） 40 40 40 45
全ソの作戦機（機） 8600 8600 8800 8500
極東ソ連に配備（機） 2000 2000 2000 2060
全艦隊（隻） - 2400 2500 2620
排水量（万t） - 420 479 501
太平洋艦隊（隻） - 420 770 785
排水量（万t） - 133 138 152
『防衛白書』をもとに筆者が作成
図表２　ソ連軍現有勢力概要Ⅰ
諸元　年 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977
師団数合計 157 160 164 164 167 167 168 169
〈極東〉
極東地上軍 30 33 44 45 45 43 43 43
〈太平洋艦隊〉
巡 洋 艦 7 7 7 7 8 10 10 10
駆 逐 艦 30 30 30 30 30 30 30 30
補助艦艇 205 205 210 215 220 230 240 240




諸元　年 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977
総兵力（万） 330.5 337.5 337.5 342.5 352.5 357.5 365 367.5
大陸間弾道弾 1299 1513 1527 1527 1575 1618 1527 1477
潜水艦ミサイル 304 448 500 628 720 784 845 909
戦略爆撃機 145 145 140 140 140 135 135 135
師団数合計 157 160 164 167 167 166 168 165
　自動化狙撃 100 102 106 107 110 110 111 115
　戦　 　車 50 51 51 50 50 49 50 45
　空 　　挺 7 7 7 7 7 7 7 8
戦車総数 40000 41500 43000
戦闘用飛行機 10200 10000 9000 8250 5350 5350 5350 4600
主要水上艦艇 221 228 231 212 221 236 214 230
巡　洋　艦 26 22 28 32 33 33 37 36















































































戦闘機 mig21 M2.05 1210km
　〃 mig23 M2.35 1150km
　〃 su7 M1.6 1450km
戦闘爆撃機 su17 M1.7 1150km
輸送機 An12 777km/h 3200km 兵員90名or空挺60名









































??81mm迫撃砲 64 48107mm迫撃砲 48 36
105mm榴弾砲 32 24



















































対戦車ミサイル発射機 36 27 57 SA7携帯用地対空ミサイル
携帯対戦車ミサイル発射機 22 29 　 　
73mm無反動砲 18 　 　 　
82mm無反動砲 　 54 　 　
57mm自走対戦車砲 　 27 　 　
85mm自走対戦車
砲 　 18 18
T12 100mm対 戦
車砲









射砲 4 　 4
ZSU23-4自走高射
砲




120mm迫撃砲 54 18 　 　
122mm加濃榴弾砲 54 18 54 D30122mm砲
152mm榴弾砲 18 　 18 152mm榴弾砲
122mm多連装ロ
ケット 18 　 18
BM21 122mm 多
連装ロケット
140mm多連装ロケット 4 12 　 　
自由ロケット 4 　 4 フロッグ地対地ミサイル
水力両用戦車 23 　 ?? 23 PT76水陸両用軽戦車





機甲化学偵察車 26 2 　 　
機甲人員輸送車 300 2 297 BTR60P装甲兵員輸送車
戦車回収車 23 　 　 　
大，中，小トラック 1168 817 ?? 　 　














































































































































輸送ヘリ Mi-8 480km 32名
　　〃 Mi-6 500km 65名／12t／９t
大型輸送機 An-12 3200km 90名／20t
　　〃 An-22 10950km 28名／30t

















































































































































































































































































































































性』教育社 1979, 70頁） 「攻勢作戦においては，攻撃す
る場所を自主的に選定し得るが，守勢の場合は，敵が攻
撃の自主性を持っている。その攻撃地点は，防衛軍は知
ることができない。しかしすべての国土を守らなければ
ならない。それゆえに防衛軍は敵がいつどこを攻撃して
来ても，どこででも予想する敵に対処し得るように配備
しておかなければならないから，大兵力が必要になるの
である」（三岡健次郎『日本の陸上防衛戦力とその特性』
教育社 1979, 75頁）
 　尚，防衛白書では「専守防衛の防衛力は，わが国に対
する侵略があつた場合に，国の固有の権利である自衛権
の発動により，戦略守勢に徹し，わが国の独立と平和を
守るためのものである。したがつて防衛力の大きさおよ
びいかなる兵器で装備するかという防衛力の質，侵略に
対処する場合いかなる行動をするかという行動の態様等
すべて自衛の範囲に限られている。すなわち，専守防衛
は，憲法を守り，国土防衛に徹するという考え方」と説
明している（『防衛白書』1970第２部日本防衛のあり方
３-⑷）
35　基盤的防衛力構想の策定の意義については『公共政
策志林』「基盤的防衛力構想の策定とその意義　～70年
代の防衛行政における政策と戦略」（法政大学大学院公
共政策研究科 2016, 43-58頁）を参照のこと。
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